
「審査申込書」の書き方（称号・六段以上）
※「9」「99」「9999」は数字を表しています。

※申込日：書いた日を記入

※氏名：押印必須

※生年月日：満年齢は審査当日における年齢を記入

※自宅電話/携帯電話：携帯電話の場合は本人の番号を記入（いずれかを○で囲む）

※現在取得している段位や称号の合格日や受審会場を正確に記入

※受審する審査種別：「錬」または段位を記入し士または段の字に○も付ける

※入賞歴：（３年以内）全国規模の大会が対象（なければ記載不要）

※講習会受講歴：（３年以内）伝達講習会や県内の協会・県連等から講師を派遣した講習会を記入

※指導歴：（３年以内）

※地連・支部・団体・学校等の役員歴（３年以内）
　・・・記入可な例
　　　○○協会（会長・副会長・理事長など常任理事）
　　　県連評議員
　　　県連役員（○○部は部長職まで。部員は対象外）

※公認スポーツ指導員等の資格があれば記載

※支部長（協会長）承認：当該長は肩書きと氏名を記載し(ゴム印または自筆）、内容を最終確認すること
※協会で、当該協会の長の印（角印）があればそれを押印すること
　　無い場合は唯一の会長印で押印を行うこと

※地名も記入

※審査を受ける会場名を正確に記載

※朱書きで「立射」と書き、簡単に説明文（例：右膝痛のため）を添書きする

※会員ＩＤ：７桁の番号を記入する

北信越臨時【金沢】中央審査
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xx市弓道協会
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令和 99 99 ｘｘｘｘ弓道協会会長

日本スポーツ協会公認コーチ１または２（弓道）
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